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日中関係が空前の難局に直面している現在、中国関連の授業科目を担当している教員は、

学生への知識伝授以外、冷え込んでいる両国関係の改善に働きかけられる取り組みを考え

たほうよいと思われる。ではどのような取り組みは効果があり、能率もよいのだろうか。 

筆者は国際学ⅡA（国際日本学/中国の言語と文化）および中国語の授業を担当している。

これらの授業の今後の展開を例に私見を述べたいと思う。

まず中国語の履修者数からすれば、本学だけでなく、日本全体でみれば中国語を学習し

ている学生数が急増していることが分かる（http://www.hskj.jp/student/#b ）。にもかかわら

ず、そのなかで卒業に必要とされる単位の取得を目的とし、中国語に本気で興味を持って、

中国語力を向上させようと努力している学生は必ずしも多くはないと思われる。一方、単

位のみを狙うという一部の学生の動機を前に、担当教員は迷ったり、授業そのものも画一

化、硬直化したりする可能性が出てくる。

ではどうすればよいか。まず学生の主体的な学習意欲を引き出すこと。そのために教員

の地道の努力が何よりも重要である。初級中国語の授業において、中国語の発音は最も重

視されるべきである。日本人学生に「自分でも綺麗な中国語をしゃべれるね」という自信

を持たせればよい。そのため、発音の指導を行ったとき、日本人の発音の特徴を配慮した

上で、中国語の音韻特徴を明確に理解できるようになるまで学生に徹底的な発音練習を反

復させる必要がある。うまくできた学生をしっかりほめる。それほど上手ではない学生に

は励ます言葉を惜しまないこと。教員の努力ぶりをみれば学生は積極的にかかわってくれ

るはずである。そして、中級中国語の場合、学生の中国語の発音がすでに初級段階で固ま

ってしまったので、間違えた発音を直すには、教員からのこれまでの倍以上のサポートが

必要である。綺麗な発音ができたあと、学生の会話力の向上を目指せばよい。その場合、

教科書に頼るよりもむしろ教科書を参照しつつ、日常生活によく用いられる表現を取りあ

げ、学生との会話練習を行うことで実践的な中国語会話力を身に付けさせたほうがよい。 

次に中国語に興味を持たせる有効な方法は、中国社会文化に関する紹介である。中国語

の授業では教科書が必要だが、現代中国の社会事情の紹介を内容とするドキュメンタリー

などの映像・音声資料を活用することで、語学以外の中国の面白さを学生に伝えたほうが

よい。
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なお、期末の授業評価のデータを十分活用しなければならない。そのなかから、自分の

声を聞いてほしいという学生の強い要望が判明する。受講生はなにを期待しているか、授

業自体にたいしていかなる要望があるのか、データを踏まえつつ、しっかり点検し、授業

の改善を図っておく。

もう一つ指摘しておかなければならないのは、これまで交換留学で中国から帰ってきた

日本人学生に対する語学指導は十分ではなかったことである。帰国後、しばらくの間中国

語を話さない限り、せっかく中国現地で習得した中国語を忘れてしまう恐れがある。よっ

て、これらの学生に対して、授業参加を許可するのは無論のこと、なるべく授業以外の時

間帯を使って、かれらの中国語会話力を一段と向上させると同時に中国の社会文化につい

ての質疑応答を随時行う必要がある。

あと、大学全体カリキュラムへの期待でもあるが、中国語をいかすことができる教育プ

ログラムを増やせばよいかもしれない。

最後に国際学ⅡA の授業の今後の取り組みについて私なりの見方を提示したいと思う。 

日本政府は将来を担うグローバル人材の育成を呼びかけており、ビジネス業界からも外

国人とのコミュニケーション能力を備えた人材が求められている。本学も「国際型」とい

うキーワードを建学の精神の一つとして掲げ、国際型人材の育成に努めている。「国際型」

とは何か。まず、世界の市場といわれ、大事なパートナーでもある隣国中国のことを理解

する人材を先に念頭に置いたほうがよいかもしれない。両国はたしかにこれまでにない難

しい局面に直面しているが、今後、両国の関係の改善に、中国にかんする授業の開講がた

いへん役立つだろうと思う。授業の内容を計画するにあたり、一部のエリアにかぎって起

きた「反日」のことから導入し、「反日」ではなく、あるいはこれまでの偏見に遮られて

きた部分――両国における協力の可能性がある分野に焦点を当てることは生産的だと思

う。授業やゼミで日本人学生とざっくばらんに両国の将来について勉強・討論することを

通じて、学生にステレオタイプ的なものの見方（ある場合）を修正し、国際的な視野を持

たせることにする。
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